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図 介護・福祉施設の配置状況（敷島地区） 

出典：2020 年国勢調査 250m メッシュ 
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図 介護・福祉施設の配置状況（双葉地区） 

出典：2020 年国勢調査 250m メッシュ 
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(３) 商業施設 

商業施設（大規模小売店、コンビニ、温泉施設、農の駅）は、都市計画区域に 96.8％、用途地
域に 79.0％が立地している。 

利用圏カバー人口は、用途地域で 99.3％と高い。地区別にみても、3 地区とも 90.0％以上の人
口カバー率と高い結果となっている。 

 
表 区分別商業施設立地数 

 
 

表 商業施設の 800m 圏内人口カバー率 

 
出典：2020 年国勢調査 250m メッシュ        

※メッシュ値の集計のため、小地域別の人口値と合致しない        

  

件数(件) 割合 件数(件) 割合 件数(件) 割合 件数(件) 割合

行政区域 23 100.0% 35 100.0% 3 100.0% 1 100.0%

都市計画区域 23 100.0% 35 100.0% 2 66.7% 0 0.0%

用途地域 17 73.9% 31 88.6% 1 33.3% 0 0.0%

用途地域外 6 26.1% 4 11.4% 2 66.7% 1 100.0%

都市計画区域外 0 0.0% 0 0.0% 1 33.3% 1 100.0%

温泉施設コンビニ

全域

大規模小売店 農の駅

人口 カバー人口 カバー率
用途地域 62,300 61,858 99.3%
用途地域外 10,297 9,618 93.4%
用途地域 36,309 35,897 98.9%
用途地域外 2,942 2,892 98.3%
用途地域 17,729 17,699 99.8%
用途地域外 641 447 69.7%
用途地域 8,262 8,262 100.0%
用途地域外 6,714 6,279 93.5%

全域

竜王

敷島

双葉
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図 商業施設の配置状況（市全域） 

出典：2020 年国勢調査 250m メッシュ 
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図 商業施設の配置状況（竜王地区） 

出典：2020 年国勢調査 250m メッシュ 
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図 商業施設の配置状況（敷島地区） 

出典：2020 年国勢調査 250m メッシュ 
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図 商業施設の配置状況（双葉地区） 

出典：2020 年国勢調査 250m メッシュ 
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(４) 子育て支援施設 

子育て支援施設（認可保育園、地域型保育事業、認定こども園、子育て支援センター、児童館）
は、都市計画区域に 97.5％、用途地域に 80.0％が立地している。 

利用圏カバー人口は、用途地域で 99.5％と高い人口カバー率となっている。地区別にみても、
3 地区とも 90.0％以上の人口カバー率と高い結果となっている。 

 

表 区分別子育て支援施設立地数 

 
 

表 子育て支援施設の 800m 圏内人口カバー率 

 
出典：2020 年国勢調査 250m メッシュ        

※メッシュ値の集計のため、小地域別の人口値と合致しない        

 
  

件数(件) 割合 件数(件) 割合 件数(件) 割合 件数(件) 割合 件数(件) 割合

行政区域 15 100.0% 5 100.0% 6 100.0% 3 100.0% 11 100.0%

都市計画区域 14 93.3% 5 100.0% 6 100.0% 3 100.0% 11 100.0%

用途地域 12 80.0% 5 100.0% 4 66.7% 2 66.7% 9 81.8%

用途地域外 3 20.0% 0 0.0% 2 33.3% 1 33.3% 2 18.2%

都市計画区域外 1 6.7% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

全域

認可保育園 地域型保育事業 認定こども園
子育て

支援センター
児童館

人口 カバー人口 カバー率
用途地域 62,300 62,000 99.5%
用途地域外 10,297 9,019 87.6%
用途地域 36,309 36,309 100.0%
用途地域外 2,942 2,910 98.9%
用途地域 17,729 17,729 100.0%
用途地域外 641 362 56.5%
用途地域 8,262 7,962 96.4%
用途地域外 6,714 5,747 85.6%

全域

竜王

敷島

双葉



3-94 

 
図 子育て支援施設の配置状況（市全域） 

出典：2020 年国勢調査 250m メッシュ 
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図 子育て支援施設の配置状況（竜王地区） 

出典：2020 年国勢調査 250m メッシュ 
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図 子育て支援施設の配置状況（敷島地区） 

出典：2020 年国勢調査 250m メッシュ 
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図 子育て支援施設の配置状況（双葉地区） 

出典：2020 年国勢調査 250m メッシュ 
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(５) 生活サービス施設の利便性評価 

立地適正化計画の手引き（国土交通省、令和 2 年 9 月改訂）に示された誘導施設の例示を参考
に、本市に立地する生活サービス施設の立地状況を整理した。 

また、整理した立地状況を基に、各施設からの徒歩利用圏（800m）の重複状況を整理すること
で、様々な施設を利用することができる利便性の高い範囲を明らかにした。 

整理した結果、竜王地区は中心部及び南部で、敷島地区の中心部で利便性が高くなっているこ
とが確認できた。双葉地区は、塩崎駅周辺で利便性がやや高い結果となっている。 

 
表 生活サービス施設分類一覧 

 
 

表 （参考）誘導施設の例 

 
出典：立地適正化計画の敵機（国土交通省、令和 2年 9月改訂） 

  

施設区分 分類 施設区分 分類

市役所 幼稚園

市民サービスセンター 小学校

地域センター 中学校

公民館 高等学校

障害福祉サービス等施設 各種学校

その他福祉施設 給食センター

認可保育園 研修施設

地域型保育事業 図書館

認定こども園 博物館

子育て支援センター 文化ホール

児童館 体育館

病院 運動場

診療所 公園

スーパーマーケット 郵便局

コンビニエンスストア 銀行

温泉施設 信用金庫

農の駅 JAバンク

農政機関 交通機関 鉄道

その他農業関連

商業施設 金融機関

教育・文化

行政施設

介護・福祉施設

子育て支援施設

医療施設等

農業関連

中心拠点 地域/生活拠点

行政機能
■中枢的な行政機能
例．本庁舎

■日常生活を営む上で必要となる行政窓口機能等
例．支所、福祉事務所など各地域事務所

介護福祉機能
■市町村全域の市民を対象とした高齢者福祉の指導・相談の
窓口や活動の拠点となる機能
例．総合福祉センター

■高齢者の自立した生活を支え、又は日々の介護、見守り等の
サービスを受けることができる機能
例．地域包括支援ｾﾝﾀｰ、在宅系介護施設、ｺﾐｭﾆﾃｨｻﾛﾝ 等

子育て機能
■市町村全域の市民を対象とした児童福祉に関する指導･相
談の窓口や活動の拠点となる機能
例．子育て総合支援センター

■子どもを持つ世代が日々の子育てに必要なサービスを受ける
ことができる機能
例．保育所、こども園、児童ｸﾗﾌﾞ､子育て支援ｾﾝﾀｰ､児童館 等

商業機能
■時間消費型のショッピングニーズなど、様々なニーズに対
応した買い物、食事を提供する機能
例．相当規模の商業集積

■日々の生活に必要な生鮮品、日用品等の買い回りができる機
能
例．延床面積○m2以上の食品スーパー

医療機能
■総合的な医療サービス(二次医療）を受けることができる機
能
例．病院

■日常的な診療を受けることができる機能
例．延床面積○m2以上の診療所

金融機能
■決済や融資などの金融機能を提供する機能
例．銀行、信用金庫

■日々の引き出し、預け入れなどができる機能
例．郵便局

教育・文化機能
■市民全体を対象とした教育文化ｻｰﾋﾞｽの拠点となる機能
例．文化ホール、中央図書館

■地域における教育文化活動を支える拠点となる機能
例．図書館支所、社会教育センター
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図 サービス施設利用可能件数分布図（市全域） 
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図 サービス施設利用可能件数分布図（竜王地区） 
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図 サービス施設利用可能件数分布図（敷島地区） 
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図 サービス施設利用可能件数分布図（双葉地区） 
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3.1.6 産業動向 

(１) 全産業 

事業所数は、1999 年（平成 11 年）から概ね 3,000 事業所程度で推移しており、2019 年（令和
元年）では 3,291 事業所となっている。 

従業者数は、1999 年（平成 11 年）から 2004 年（平成 16 年）にかけて減少していたが、それ
以降 2009 年（平成 21 年）まで増加傾向となっている。 

2014 年の事業所数の分布図をみると、竜王地区や敷島地区の南部に多く立地している。双葉地
区は、20 事業所未満が目立つ。 

従業者数の分布図をみると、事業所数と同様に、竜王地区や敷島地区の南部に分布しており、
双葉地区は従業者が少ない。 
 

 
※2019 年（令和元年）の従業者数は、2022 年 9 月時点で未公表 

図 全産業の事業所数及び従業者数の推移 

出典：事業所・企業統計調査（2006 年以前）、経済センサス（2009 年以降） 
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図 事業所数の分布状況（全産業）（2014 年） 

出典：2020 年国勢調査 500m メッシュ 
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図 竜王地区の事業所数の分布状況（全産業）（2014 年） 

出典：2020 年国勢調査 500m メッシュ 
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図 敷島地区の事業所数の分布状況（全産業）（2014 年） 

出典：2020 年国勢調査 500m メッシュ 
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図 双葉地区の事業所数の分布状況（全産業）（2014 年） 

出典：2020 年国勢調査 500m メッシュ 
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図 従業者数の分布状況（全産業）（2014 年） 

出典：2020 年国勢調査 500m メッシュ 
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図 竜王地区の従業者数の分布状況（全産業）（2014 年） 

出典：2020 年国勢調査 500m メッシュ 
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図 敷島地区の従業者数の分布状況（全産業）（2014 年） 

出典：2020 年国勢調査 500m メッシュ 
  


